
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症が再び拡大しつつある中、これから大雨や台風のシーズンを迎えます。  

避難所運営の課題は山積している上に、風水害のリスクが高まる中、避難所における感染防止も喫緊の

課題であり、市だけでなく、地域や市民一人一人ができる準備や体制づくりもとても重要です。 

（１）感染症対策を考慮した各避難所の収容人数の確認を！！ 

 
 

（２）十分な避難所数の確保を！！ 

 
 

 
 
 

（３）発熱・咳などの症状がある方や濃厚接触者の専用避難スペースの確保を！！ 

 
 
 

（４）物資や衛生資材などの必要数の把握と確保を！！ 

 

 

 

か ん ば ら こ う い ち ろ う 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 
 ～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）避難所運営体制の構築を！！ 

 

 
（６）市民への事前周知と啓発、協力要請を！！ 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症は収束のめどが立たず、生活が苦しくなる市民の方が増えています。 

財源に限りがあるため、国・府の給付金や市の基金残高等を考慮する必要がありますが、     

以下のような施策を市として検討すべきではないでしょうか。 
 

 

他にも必要と考えられる施策があると思います。ぜひ、皆さんのご意見をお聞かせ下さい。 

新型コロナウイルスの感染防止には十分な対応と注意が必要ですが、災害時には、        

危険な場所から避難することが原則で、市民一人一人が自分の命を守る意識を持ち、適切な 

避難行動をとることが極めて重要です。そのため、平時から身近にある避難所がどういった状況に 

あるのかを、市民の皆さんに事前に確認しておいて頂きたいと思います。一方、安全な場所にいる  

人が避難所に行く必要はなく、避難所の３密を回避するためにも、在宅待避や親族や知人宅への  

避難など分散避難についても、あらかじめ考えておいて頂きたいと思います。 

神原の見解 

発行元  ～Positive Square～ 
 


